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LATE装置では、電子バーンスタイン（EB）波を用いた電子サイクロトロン加熱・電流駆動（ECH/ECCD）

により、プラズマ電流をゼロから立ち上げ、線平均密度が遮断密度の7倍を超えるオーバーデンス球状

トカマクの形成を実現している。2.45GHz, 60kWマイクロ波入射による実験においては、プラズマ電流

をIp∼12 kAまで立ち上げ、線平均密度はne∼5.5×10
17m-3に達する。 

図(a)に放電波形を示す。弱い垂直磁場を印加した下でマイクロ波を入射すると、EC共鳴により放電が

開始され、プラズマ電流の発生と増大（電流ジャンプ）を経てIp∼2kAに達し、磁気面が形成される。続

いて、マイクロ波電力の増大とともに垂直磁場強度を増大させていくと、プラズマ電流も増大してIp = 

10.5 kAに達し、その後定常のマイクロ波電力と垂直磁場の下で50 ms間定常を保つ。水平コードのミリ

波干渉計による密度計測によると、プラズマ電流の増大とともに電子密度が上昇し、最終の定常状態で

の線平均密度はプラズマ遮断密度の7倍を超える。赤道面コード硬X線PHA計測によると、電流を運ぶ電

子からの前方輻射X線のエネルギー帯及び強度は電流の増加とともに増大し、EB波により駆動された高

速電子テイル（∼100keV）による電流駆動であることを示している。すなわち、高いバルク電子密度を

実現するとともに電流を運ぶ高速電子を成長させることで電流をランプアップしている。 

高速電子の損失による熱量を計測する為に、図(c)に示すように4箇所のMoリミタに流入する熱量を計

測すると、真空容器下部の内側に最も多く損失していることが分かった（図(d)）。リミタへの熱損失

は合計で入射電力の5割以上に相当しており、入射電力の大半が高速電子へと結合し、リミタへと損失

していることが分かる。高速電子の生成・損失過程をX線計測、粒子軌道計算、リミタへの損失熱負荷

分布計測から調べた結果を報告する 
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